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56 ～ 68

 1 ～ 14

ﾕﾆｯﾄ数

36 ～ 55

認知症対応型共同生活介護

【スタッフ育成】
・全体会議時に、施設内研修の実施。
・ソラスクール（社内オンライン研修システム）の受講（社内としても、推進
中）。
・認知症介護実践者研修等の受講（社内資格取得支援制度の利用）
・個別面談の実施、各スタッフの目標設定と能力、行動評価の実施。

【ICTの推進】
・介護記録の電子化、社内方針のICT化による業務改善、軽減の実施。

【行事の継続】
・感染防止（各フロア開催）をしながら、行事の再開、毎月の行事開催継続※コロ
ナウイルスクラスター時を除く。

Ⅴ アウトカム項目

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

自己評価項目

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

令和5年1月30日令和4年10月1日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

定員　計

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

2022（令和4）年度

株式会社フィールズ

251-0024 神奈川県藤沢市鵠沼橘1-2-7 藤沢トーセイビル３階

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

評  価  機  関
評 価 決 定 日

株式会社ソラスト

令和1年10月1日

令和1年10月1日指 定 年 月 日
1493600454事 業 所 番 号

23 ～ 35

令和5年1月17日

）

グループホーム ソラストいずみ

自己評価及び外部評価結果

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

神奈川県横浜市泉区和泉が丘1-16-3

事業所は横浜市営地下鉄ブルーライン「立場」駅下車し徒歩15分ほど、また「湘南
台」行バスで「大丸」下車し、徒歩3分程の静かな住宅地の中にあります。芝生の
広場が隣接し日当たりが良く、周辺には農地も広がり遠く大山も望めます。
＜優れている点＞
事業所のリビングは広く明るくソファーも置かれ、くつろぎのスペースになってい
ます。窓側には畳のコーナーもあります。居室はクローゼット・エアコンの他に、
介護用ベッドが全室備えられ、車いすも用意されています。職員の育成に注力し、
職員は入居者が自宅にいた時と同じように過ごせるよう支援をして見守っていま
す。事業所内での職員研修は年間計画が立てられ、毎月全体会議で実施されていま
す。感染症予防や身体拘束・虐待防止・認知症ケアなどを具体的な事例などを交え
て学んでいます。職員は受講のレポートを毎回提出して、自身の専門知識を高め、
介護支援技能の向上に取り組んでいます。就業環境に配慮し、子育て世代の職員も
安心して働けるようライフワークバランスに配慮した運営が実施されています。
＜工夫点＞
事務室は広く、非常時や緊急時の対応をチャートにし壁面に掲示して、職員が速や
かに対応できる体制を確立しています。避難訓練時には消防署から水消火器と
AED(自動体外式除細動器)を借りて、事業所内で消火訓練とAEDの使用訓練を実施し
て、緊急事態時に備え学んでいます。

■

15 ～ 22

評 価 結 果
市町村受理日

サービス種別
定　 員　 等

所　　在　　地
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 グループホーム ソラストいずみ

 ユニット名 1階

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

近隣オーナーつながりにて、隣の広場にて
行っているゲートボールの皆さま等、コミュ
ニケーションを図り、施設連絡会、ふくし
る、地域ケアプラザと模索しながら、コロナ
渦においても地域の一員として会議の参加
や、運営推進会議への参加をお願いしており
ます。

自治会に参加しています。コロナ禍で
全ての地域行事への参加、及び事業所
への来訪を中止しています。事業所建
物のオーナーが畑で収穫したジャガイ
モやキャベツ、白菜などを差し入れし
てくれています。地域ケアプラザ主催
の認知症研修会の講師を依頼され協力
しています。

コロナ禍終息後の認知症啓発
活動や相談支援活動の再開、
地域の小学校や保育園との交
流活動などに備えて、現在は
関係先との連携を絶やさず継
続されることが期待されま
す。

地域運営推進会議の実施時に、地域の方々に
認知症の方の知識や生活の様子など議題に
沿って報告を行いながら、理解や支援の方法
を促している。また、現在ふくしるにて、認
知症の理解や支援について広く知って頂ける
様、新しい広報誌についても協議しておりま
す。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

新企業理念の周知、事業所目標の策定及び周
知を管理者、センター長が行い、会議時にも
再周知を繰り返され、面談時にも説明、事業
所内にも掲示し、共有実施。面談時に職員の
理解度の確認も行っております。

今年度新たな企業理念が作成されてい
ます。事業所の理念は発足時に職員の
意向を踏まえて管理者が策定していま
す。それぞれの理念は毎期の事業所目
標方針と共に、毎月の全体会議などで
職員に周知し、行動指針となっていま
す。理念は玄関や事務室にも掲示され
ています。

実地での開催を、極力継続し、質疑応答の時
間を設け、ご家族様、補佐人やオーナー様か
ら意見交換を実施。実地以前の書面開催時に
は、アンケートを同封し、ご意見の収集を実
施しております。

コロナ禍の為、書面会議で隔月実施し
ています。自治会長や泉区役所職員、
地域包括支援センター職員、家族が参
加し、活動報告や地域の行事連絡など
アンケートを活用し意見交換していま
す。コロナ禍での面会方法などについ
て、家族からの意見をサービス向上に
活かしています。

病院受診や特記事項があれば、ケースワー
カーへの連絡を行い、詳細を経過記録に記す
ことが出来ている。また提出書類等あれば直
接区役所等訪問し、フェイスtoフェイスでの
関係作りが出来ております。運営推進会議に
も、市町村職員の方にもご参加頂いておりま
す。

泉区高齢・障害支援課職員とは相談や
報告を電話でしています。生活保護の
関連では泉区、中区の生活支援課の職
員と連携しています。泉区下和泉地区
福祉事業所連絡会に参加し情報交換し
てきましたが、コロナ禍の現在は情報
誌「ふくしる」を発刊して活動してい
ます。

株式会社フィールズ



グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

転倒や離接の可能性があるご入居者様に対し
ても職員が目に付く席に座って頂き、拘束を
しないケアを行っております。3ヶ月に1度の
身体拘束委員も実施し、身体拘束の無いケア
を続けております。

研修を通じて、職員が身体拘束を良く
理解し、拘束のない支援を実践するよ
う努めています。研修は入社時の他、
年2回以上具体的な事例研究も取り入れ
て実施しています。身体拘束適正化委
員会は3ヶ月ごとに実施し、出席できな
かった職員には内容を回覧して周知し
ています。

虐待防止委員会を3か月に1回開催し、実施状
況の有無の確認や事例の分析、研修等を行っ
ている。また、入社時の必須研修として高齢
者虐待に関する研修を全員が受講している。
虐待の芽チェックアンケートをWebにて、企
業全体で定期的に実施しております。

身体拘束適正化委員会と共に、虐待防
止委員会を実施して、声掛けなど具体
的な事例を学んでいます。職員は毎
月、法人指定の「虐待の芽チェックリ
スト」で自身の行動を振り返り防止に
努めています。管理者は職員と1対1の
場を作り話し合い、丁寧に指導してい
ます。

事業所、法人に相談窓口を設置、窓口と横浜
市、神奈川県の相談窓口も重要事項説明書内
に明記、運営推進会議開催時に、アンケート
へも意見が書ける様にしております（ご意見
箱も、施設内設置しておりますが、面会での
来所中止中の為、未活用）。

コロナ禍で面会が制限される中、家族
に電話連絡の際に、本人に代わるなど
取り継ぎ支援もしています。家族との
面談を中止となっていましたが、現在
は家族の提案を活かして、窓越しにい
すに座っての面談を実施しています。
毎月生活情報報告書で本人の状況を伝
えています。

成年後見制度を利用している入居者様が複数
名いらっしゃる為、後見人とのやり取り、情
報共有を職員、管理者、センター長ともに実
施している。
個別でご家族へ成年後見制度の周知、利用の
意思を必要に応じて確認、また、その都度管
理者やセンター長より、制度について説明を
受けております。

契約時は管理者又はセンター長、入居相談員
が契約内容の読み合わせを実施し、契約内容
等の十分な説明を実施、疑問点等があった場
合はその都度、内容の確認や説明を再度行い
ご理解いただけるように努め不安、疑問の解
消に務めております。

株式会社フィールズ



グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

1ヶ月に1度、全体会議、カンファレンス（ユ
ニット）会議、年に4度のキャリアパス面談
（個人面談）、その他臨時面談を行い、職員
の意見や提案を聞く機会を設け、サービスや
ケアに反映しております。

常勤職員との個人面談の機会が年に4回
あり、話し合いの場としています。管
理者は非常勤職員とも面談し、話し合
いの機会を作っています。洗濯機など
備品に対する要望や行事の際の要望、
勤務についての要望など職員と話し合
い、運営に意見を反映しています。

新規採用職員が多い職場環境
です。職員個々の異なるこれ
までの経験を、事業所理念の
もと、一体感を醸成しチーム
力を育て、サービスやケアに
職員の意見が反映される事業
所運営が期待されます。

入居や退去の際に関わる他事業者の管理者や
ケアマネージャー及び、施設連絡会、ふくし
る等会議時においても交流、情報及び意見交
換を行いながら、サービス向上を目指してお
ります（必要に応じて、オンライン対応も実
施）。

入居前に面談を実施し、ご本人様の生活歴や
要望、不安点などを聞き取り、職員へ周知、
ケアへ反映、入居後も必要に応じて生活歴の
再確認や、日常的にご要望の確認をしており
ます。

全職員と個別面談を実施、一人一人の目標、
課題の共有を管理者、センター長と行ってい
る。個々の希望に沿って勤務表の作成、コン
プライアンス部が発行する衛生委員会資料を
周知され、組合による団体交渉を実施、環境
向上に向けて取組んでおります。

職員の残業や年休取得の状況を毎月把
握しています。今年から時間単位の年
休が取得でき、法人は仕事と育児の両
立についても推奨しており、園児・学
童のいる職員が働きやすい職場環境と
なるよう取り組んでいます。労働組合
もあります。

月1度以上の研修と弊社独自のネット研修シ
ステム（ソラスクール）を活用しながら、常
勤、非常勤関係無く研修を受けられる環境作
りをし、個別面談時等で必要に応じてミニ研
修の実施も行っております。

年間の事業所内研修を立案し、毎月実
施しています。職員は受講後毎回レ
ポートを提出しスキルアップに努めて
います。また、法人ではWEB研修カリ
キュラム（ソラスクール）を実施し、
受講職員は残業申請ができ支援してい
ます。新入職員の資格取得にも注力し
ています。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

ADL等を考慮しながら、ご入居者様が出来る
事を積極的に行って頂き（物の修理や家事
等）生活の中で役割を持っていただいており
ます。ご入居者様に頼る事で居場所として捉
えて頂けるよう努めております。

新型コロナウイルス感染対策上、電話や窓越
しの面会などの実施を行っている。管理者、
センター長はご家族と電話で情報共有し、意
向の確認を行いながら、利用者を支えられる
環境づくりを心掛けております。

入居前に面談を実施し、ご家族等の要望や不
安点などを聞き取り、職員へ周知、ケアへ反
映、入居後も必要に応じて生活歴の再確認
や、ご要望の確認等をしております。

面接時にご本人、ご家族様から要望を伺い、
要望に沿った支援や対応が出来るように努め
ております（訪問理美容や訪問歯科、訪問
マッサージ等）。また、健康診断書や病歴等
医師より診療情報提供書を頂き、医療面につ
きましても往診医へ迅速に共有、相談してお
ります。

新型コロナウイルス感染対策上、支援できて
いない事が多いです。一部、ご入居者様で、
スマホの持ち込みにより、お電話をされてい
る方はいらっしゃいます。

コロナ禍のため、現在は外出や外部の
人の来訪を中止しています。電話をか
けた時に入居者と代わり家族と話して
もらうなどの支援をしています。身寄
りのない入居者の近親者調査を関係機
関に依頼するなどの支援をしていま
す。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

サービス終了後でも、情報を共有できるよ
う、書類を保管し、可能であれば直接訪問を
行い相談や支援を行っております。

ご入居者様・ご家族様の思いや意向を把握す
る為、定期的にアセスメントや聞き取りを
行っております。困難な場合も、ご本人様本
位で常に検討しております。

本人の暮らし方の希望や意向は、日常
の中で一人ひとりに関わりながら、聞
いたり、行動・仕草や表情から意向を
汲み取っています。各職員の気づきを
大切にしています。気づいたことや把
握したことは職員間で、会議・引継ぎ
の打ち合わせ時や、記録書で共有して
います。

一人一人のニーズをくみ取り、フロアでの席
や机、家具の配置を都度変更するなど支援、
入居者様同士が関われるような声かけや、催
しの開催の実施を行っております。

ご本人様やご家族様、ケースワーカー等から
お話を伺い、生活歴や暮らし方等の把握に努
めております。また経過記録、介護記録等過
去にさかのぼり、これまでのサービス利用状
況の把握に努めております。

介護記録や業務日誌、その他各種記録を整
備、朝礼・夕礼、カンファレンスにて職員全
員で現状の把握・共有に努め、特変時等、医
療その他への情報共有が出来る様に務めてお
ります。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

日々の観察、ケアによりご本人様の課題とケ
アの在り方について、ご本人様、ご家族様、
支援者等話し合い、現状に即した介護計画書
を作成しております。

職員による日々の介護記録、訪問医・
看護師の所見、本人・家族の要望等を
踏まえ毎月全員のカンファレンスをフ
ロアー会議内で実施し、計画書に反映
させています。長期、短期に限定する
ことなく、一人ひとりの状況に即した
計画書を作成しています。

日々の様子やケアの実施状況、水分や排泄
等、介護記録に日々記録し、特記事項は申し
送りノートやタブレットの申し送りへ入力、
その他経過記録を作成し、改善事項があれば
経過記録にて完了まで追っております。また
朝礼・夕礼にて意見共有を行っております。

現在利用している訪問診療と連携し、ご本人
様とご家族様同意の下、適切な医療を受けら
れるように支援しております。

提携医療機関をかかりつけ医とし、連
携しています。月2回内科、週1回歯科
の訪問診療があります。皮膚科の往診
もあります。週1回看護師が訪問し健康
管理と身体状況を確認しています。そ
の他の専門医の受診は原則、家族対応
ですが職員が同行する場合もありま
す。

可能な限り、ご入居者様の望む事を皆で話、
実施しております。コロナの関係上、個別に
買い物を通販や訪問販売（パン屋）で対応し
ております。

回覧板や自治会などで施設付近の地域資源の
把握、また、施設連絡会等での情報収集を
行っておりますが、コロナ禍で安全に参加出
来る地域資源を模索しております。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

訪問看護の看護師へ報告、連絡、相談を密に
行い、個々のご利用者様が適切な看護や受診
が出来るように支援しております。また、看
護師から必要に応じて往診医へも情報共有を
行っております。

ソラスクール（社内研修）の受講、緊急時連
絡網の策定及び周知、事故報告書の作成、周
知、再発防止策の協議と効果測定の実施を
行っております。

災害対策として、定期的に避難訓練を行い、
職員に実践力を身に着けて頂くと共に、運営
推進会議開催時には地域との連携、協力して
いただけるよう関係を築いております。

年2回夜間想定を含む避難訓練を行って
います。非常用備蓄品リストがあり、
飲料水、食品、介護用品、コンロ、カ
セットボンベ、薬品など3日分程度を備
蓄しています。非常時や緊急時の対応
をチャートにし事務室に掲示し、速や
かな対応ができる体制にしています。

入院時に病院へ、ご本人様のフェイスシート
や診療情報提供書等を共有、退院時には、病
院側から医療情報提供書や看護サマリーにて
情報提供を頂いております。必要に応じて、
入院先病院のカンファレンスへの参加、ホー
ムの受け入れ体制の説明を実施しておりま
す。

入居契約の際に「重度化の指針」「看取りに
関する指針」「急変時や終末期の延命治療の
説明及び意思確認書」を取り交わし、ご本人
様のADL低下時には、医師、ご家族等とのカ
ンファレンスの実施も行っております。

重度化した場合や緊急時対応、終末期
の対応は入居時に、本人と家族に説明
し同意を得ています。重度化、看取り
については時期を踏まえ、家族の気持
ちに添いながら、話し合いや確認を
し、支援しています。医療・看護・介
護の連携をとり対応しています。

株式会社フィールズ



グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

ご入居者様自身のペースを大切にし、ご本人
らしく生活が出来るように、希望や願いを尊
重し、必要に応じて医師とも相談（食事、趣
向品面）しながら支援しております。

ご本人様から好きな色や好みの服装、好みの
髪型（訪問理美容）等、その方らしい身だし
なみ、おしゃれが出来るように支援しており
ます。また夏服・冬服が間違わぬよう、入れ
替え等管理を実施しております。

入居者様の人格を尊重した声掛けや対応を心
掛け、接遇についての社内研修をソラスクー
ル（Web）にて受講。ウェルフェア・コン
シェルジュ（社内資格）保有者がおり、接遇
の向上に向けて取組んでおります。

職員の行動規範、法令遵守、プライバ
シー保護、接遇について定期的に研修
を実施しています。接遇についての社
内資格制度もあります。日常業務の中
で対応の仕方や場面に応じた言葉かけ
などに配慮しています。個人情報記載
の書類は事務室内鍵付書庫に保管管理
しています。

職員がご入居者様と同じテーブルにて会話を
する機会を確保する様にしております。ま
た、ご入居者様が自身の思いや希望を大切に
し、ご本人で自己決定が出来るように職員が
フォローし、支援するように心がけておりま
す（例：月2階のパン購入等）。

おせちや土用の丑の日といった行事食、お盆
拭き、食器拭き、食事振り分けを行っており
ます。また味見も実施し、好みの確認を行う
様にしております。

業者から納入される冷凍、冷蔵の食品
と食材で3食準備し提供しています。毎
月行事や季節にちなんだ献立もありま
す。パン食も選ぶことできます。おや
つ作りを職員と一緒に楽しむこともあ
ります。配膳、下膳、食器拭きなどの
参加で保有能力を大切にしています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

毎食後の口腔ケアを実施。また必要な方はス
ポンジや歯間ブラシなど活用。訪問歯科導入
者については、指摘を頂いた際は職員共有し
すぐに指摘事項を実施、その他未導入の方に
ついても訪問歯科より指示や助言をいたおり
ます。

記録にて、ご入居者様の排泄パターンを把握
し、声掛けを行い、行動化できるように支
援。オムツ類の使用回数を少なく出来るよ
う、サービス提供を行っております。

男性用便器もあり、車いすでも対応で
きるトイレは十分な広さがあります。
一人ひとりの排泄パターンを把握し、
声掛けや誘導でトイレで排泄できるよ
うにしたり、見守りをしています。声
掛けや見守り時にも、プライバシーに
配慮することを心がけています。

食事メニュー発表時、毎回ご入居者様にカロ
リーの発表をさせて頂き、健康に気を付けて
頂いております。またキッチンに食事形態を
掲示し、職員全体で共有し、支援するように
しております。

記録にて水分管理を常に実施。最低でも1日
1000cc以上摂取できるように、早番・遅番・
夜勤が連携し対応。体操も1日2回行う事によ
り、運動の機会を確保。便秘が顕著であれ
ば、牛乳等提供し対応しております。

入浴剤を使用し楽しんで頂き、リラックス効
果を高めたり、ご本人の希望に添えるように
入浴拒否がある際は日を変更するなど、個々
に応じた入浴の支援をしております。

週2回午前中に入浴しています。利用者
の気持ちを尊重し、臨機応変に、時間
帯や順番を変えたり、声掛けを工夫し
ています。足浴をする場合もありま
す。浴槽は左右にスライドし位置を変
えることができます。入浴剤、しょう
ぶ湯、ゆず湯などを楽しむこともあり
ます。
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グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

毎日早番出勤時に、寝具等の環境整備を行
い、清潔な布団で眠れるようにケアを行って
おります。また雨の日以外は窓を開け、換気
を実施。天気が良い日は布団を干し、必要に
応じて布団乾燥機等対応を行っております。

医師・看護師・薬剤師と連携し、1人1人の薬
の目的や副作用、用法、用量について理解
し、日々の経過観察により、症状の変化の確
認に努めております。

ご自身で管理できるご入居者様がいない状
況。個人で必要なものは、ご入居者様に極力
選んで頂き、コロナ対策として現状は職員が
代わりに購入しに行くか、通販、移動販売を
利用しております。

洗濯たたみや食器拭き、簡単な修理作業や等
行って頂き施設での役割を持って頂く様にし
ております。また定期的な季節の行事、お楽
しみ食、パン購入等、気分転換できるように
支援しております。

散歩（敷地内）を希望により実施。個別レク
での食事、花火行事等のレクリエーション、
その他家族様などとの外出、外泊について
は、コロナの状況に応じて再開予定です。

現在は、コロナ禍のため近隣店舗への
買い物、外食、散歩、地域の催事参
加、紅葉狩りなどの機会は減っていま
す。敷地内の散歩や日光浴、外気浴を
しています。初詣に行けなくなったた
め、職員が室内に鳥居を手作りし、
「ソラスト神社」とし、皆でお参りし
ました。
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グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

職員見守りの下、ご家族様や知人などにいつ
でも電話や手紙などのやり取りが行えるよう
に支援しております。

各ご入居者様の生活歴を考慮し、入居前より
使用していた家具や生活品を持ち込んで頂い
たり、ご入居者様の好みに合った物を設置
し、居心地の良い環境づくりを行っておりま
す。

エアコン、クローゼット、カーテン、
介護用ベッドが備え付けられていま
す。夫婦で使用できる部屋もありま
す。入居者は使い慣れた家具類、電化
製品、装飾品などを好みに応じて配置
しています。室内の整理整頓、掃除、
衣替えなど自分でしたり職員と一緒に
行う人もいます。

施設内手すりやエレベーターなどを設置し、
動線の確保も行い、各ご入居者様が自立した
生活が営む事が出来るよう環境づくりを行っ
ております。

毎日の清掃、また業者と契約締結し導入して
いる薬剤を使用し、衛生管理を徹底しており
ます。また、食席はご利用者様の関係性を考
慮し配置を決め、問題が起きない様に工夫を
し、問題が発生した場合、カンファレンスを
行い、食席の配置見直し等を行っておりま
す。

施設内は十分なスペースがあります。
共有部分の床、壁は木目調の落ち着い
た色調です。リビングが広く、テレビ
コーナー、ソファー、テーブルなどが
使いやすいように設置され、自由に過
ごしています。畳のコーナーもありま
す。リビングに季節の飾りや写真など
がさりげなく飾られています。

和室やソファー、自席など危険が無い限り、
自由に過ごして頂けるよう、共有空間を使用
して頂いております。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 〇 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

〇 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 3．たまに

4．ほとんどない 〇 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 〇 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

〇 4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 　　 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

〇 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

 事業所名 グループホーム ソラストいずみ

 ユニット名 2階

　Ⅴ　アウトカム項目

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）
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グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

散歩の際にご挨拶し積極的に会話をす
るようにしている。また、近所の方か
ら野菜を頂くなどの交流もある。

地域の方から相談があれば、認知症の
人の理解を深めて頂ける様にお話をす
る機会を作っている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

新理念の内容を共有、全員が理解し,
日々取り組み実践しています。また、
毎月ホームの目標を全職員で決定し、
周知徹底している。

運営推進会議ではホームで予定してい
る行事や近況報告を行い、入居者、家
族、市役所職員、包括支援センター職
員から施設に対しての意見や要望を聞
かせて頂き、サービス向上に活かして
いる。

泉区役所の生活保護担当者に相談、報
告を行い、情報を共有し、助言を頂い
ている。
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グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

定期的に研修やミーティングなどを開
き、具体的な禁止行為などを確認し、
身体拘束をしないケアに取り組んでい
ます。防犯上玄関は施錠しています
が、入居者様がいつでも外出できるよ
に支援している。

3か月に1回、虐待防止の勉強会を開催
し、身体拘束やスピーチロックなどの
虐待防止に努めています。また、職員
には定期的に虐待防止についてのアン
ケートに記入してもらっている。

家族から意見が出やすいように、毎
月、入居者様の様子を報告している。
又、ご意見箱の設置も行い、意見を取
り入れるように努めている。

権利擁護の知識習得に努め、成年後見
制度が必要と思われるご家族と話し合
う機会を設けています。

契約の締結時には入居者や家族に十分
な説明を行い、不安や疑問点を尋ね、
不明な点については納得されるまで説
明を行い、契約後でも不安や疑問点等
がある場合は丁寧に説明し、納得して
頂けるように努めている。
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グループホームソラストいずみ　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

管理者は定期的に個人面談を行い、職
員が意見や提案をする機会を設けてい
る。また、月1回、ユニット会議や全体
会議を行い、職員の意見や提案を聞
き、業務に反映するように努めてい
る。

センター長は、施設連絡会に参加し、
意見交換を行っている。

入居前、入居後も本人の希望や困って
いる事、不安な事、要望等を傾聴し、
本人が望む事を少しでも可能にできる
ように努め、、安心を確保し、より良
い関係づくりができるように心がけて
いる。

人事評価制度を導入し、職員自身にも
自己評価をしてもらい、人事考課に反
映し、仕事の成果を適正に評価してい
る。

管理者や職員一人一人の力量と立場を
把握し、インターネットによる研修の
機会を確保している。また、日々の業
務の中で、介護技術について質問等が
あれば、その都度分かりやすく説明、
指導を行っている。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

職員は入居者の困難な場面を支えなが
ら、入居者自身で出来ることはやって
いただき、暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

毎月のお手紙で普段の生活をお知らせ
し、本人と家族の絆を大切にしてい
る。また、家族の訪問時に本人支援に
ついて一緒に考えていくようにしてい
る。

見学の段階から家族やご本人の質問、
要望等を確認し、不安の解消に努めて
いる。また、入居後も面会時などにこ
ちらから希望、要望を聞くようにして
信頼関係を築くように心がけている。

本人の状況や状態を理解しながら、何
がまず必要なのかを把握し、施設とし
て出来ること、出来ないことを明確に
し、必要に応じて他のサービスを利用
できるように調整も行っている。

コロナ過で面会制限があるため、イン
ターネットを利用し、家族との面会が
できるよう支援をしている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

退所されてからも関係性を切ることは
なく、必要に応じて相談等支援してい
る。

ご本人、ご家族の意向を把握できるよ
う努めています。意思表示が困難な場
合でも会話や表情から汲みとる努力を
し、記録に残して職員同士で検討して
る。

気の合う方、合わない方入居者同士の
関係を把握し、嫌な思いをせずに、楽
しく過ごして頂けるように努め、レク
リエーションやホーム行事で交流する
機会も設けている。

入居時のアセスメントや入居者が以前
利用されていたサービスの情報提供を
もとに出来る限り今までの生活、暮ら
しを変えないように知り得た情報を職
員全体が共有できるように努めてい
る。

日々の様子は、個々のケース記録や申
し送りにより職員全員が把握できるよ
うにしています。また、入居者の状態
の変化に合わせ、出来ることや出来な
いことを把握し、支援を行っている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

入居者の状態の変化をその都度家族や
関係者に知らせて、入居者と家族や関
係者の意見を活かした介護計画を作成
しています。また、職員同士で意見を
出し合って、利用者の現状に合ったも
のに変えている。

気付いた事、工夫したことや日々の様
子を記録し、職員間で情報の共有を行
い、随時検討をし、介護計画の見直し
を行っている。

緊急時の対応などは事前に打ち合わせ
ている。協力医療機関の主治医には、
入居者の体調変化が見られた際は、報
告、相談している。必要に応じて外来
受診することもある。

本人の希望や必要のある場合で、職員
の対応が難しい場合には、介護保険外
サービスを利用できるよう、家族や成
年後見人等に確認して利用して頂ける
ように取り組みを行っている。

地域の方や行政の方々より意見を頂
き、地域資源の把握に努めています。
また、地域の行事等への参加や、月2
回、地域密着型のパン屋を利用し、メ
ニュー表の中から、お好きなものを選
んで頂き、おやつに召し上がって頂い
ている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

週1回訪問看護師が来所し、利用者の健
康管理を行っています。急変等がある
場合に備えて24時間いつでも連絡がと
れる体制を整えている。

急変や事故発生時の対応については、
すぐに管理者・主治医・看護師に連絡
できるように見える場所に連絡先を張
り出している。また、AEDの講習を定期
的に行い、全職員が対応できるように
周知している。

年2回消防訓練を行い、その内1回は夜
間想定の避難訓練を実施しています。
また、運営推進会議等で災害時の協力
を依頼している。

入院者に対しては、面会を可能な限り
行い、病院関係者との情報交換に努め
ています。また、グループホームでの
生活が可能かどうか見極め、退院に向
けての話し合いは、家族や成年後見人
も含め行っている。

重度化した場合には、家族・主治医・
看護師・管理者・介護職員で今後の医
療の協議を行い、本人や家族の希望を
尊重して、看取りの実施等、終末期に
向けた医療の選択を行っている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

個人のペースにあわせ、見守り、介助
を行っています。食事、入浴、起床、
就寝、外出など本人の希望に添えるよ
うに心がけ、職員の都合ではなく本人
の価値観を尊重している。

2か月に1回、訪問理容を利用してい
る。また、日常的に、髭が伸びていな
いか、頭髪は乱れていないか等の確認
を職員が行っている。

定期的に接遇に関しての研修を行い、
入居者一人一人を尊重し、尊厳を大切
にすることを職員に理解してもらって
いる。また、入浴、排泄時は、利用者
のプライバシーに細心の注意をはらう
ようにしている。

自己決定が出来るように声かけを行
い、自己表現や意見の言い易い環境や
関係づくりに努めている。

食事メニューを見えるところに貼って
食への関心を高めている。また、月に1
回は季節感を感じられる特別ニューを
数種類の中から選んで頂き、楽しみを
持って頂けるよう支援している。食器
拭き等の役割も持って頂いている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

毎食後の歯磨きや義歯消毒を実施し、
医師や歯科衛生士に指導を頂いていま
す。口腔ケアについても１人１人に合
わせた対応をしている。

個々の排泄表を確認しながら排泄パ
ターンを把握し、間隔を見て誘導する
など、失敗することなくトイレで排泄
ができるよう支援している。

個々の水分量・食事量の記録を取り、
一日を通じて確認ができるようにして
います。また、入居者それぞれの状態
に合わせて、刻み食の提供等、食事形
態を工夫している。

個々に排便の有無をチェックし、便秘
の方には牛乳の提供や水分摂取の促
し、体操等で運動していただくなどの
対応をとり、必要に応じて主治医や看
護師に相談し、排便コントロールの指
示を受けている。

基本的に週2回入浴されています。入浴
を拒む方には、ご本人のタイミングで
入れるように、時間を空けて声掛けす
るなどの対応を取っている。また、体
調の悪い場合は足浴や清拭で対応する
場合もある。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

入居者それぞれの生活パターンを把握し、
状況に合わせ、休息の声掛けを行っていま
す。夜間に良眠して頂くように、昼間の活
動支援をしている。また、夜間眠れない方
に対して、落ち着いて頂くためにフロアー
で会話をしたり、お茶を飲んで頂いてい
る。

どの職員が見ても分かるように、入居
者個々の服薬情報や服用している薬の
目的・効果・副作用についての説明を
一覧にまとめ、理解できるようにして
いる。また、服薬内容の変更等がある
場合は、出勤時に申し送りや引継ぎ
ノートで確認している。

金銭管理は施設で行っている。外出
時、買い物等必要な場面では、職員同
行のもと、自ら買物ができるよう支援
している。

入居者それぞれの生活歴や趣味等を把
握し、張り合いや生き甲斐が持てるよ
うに支援をしている。また、出来る範
囲で食器拭きや洗濯物畳みなどの手伝
いをして頂いてる。

コロナ過である為、今は外出制限があ
るが、以前は、季節を感じて頂けるよ
うに、花見や紅葉狩り等へ出かけた
り、希望があれば、車で買い物に言っ
たり、日常的に近所へ散歩に出かける
などの支援を行っている。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

希望がある場合はホームの電話を使用
し、自由に会話が出来るよう支援して
います。また、手紙が届き、ご自身で
読むことが出来ない方には、職員が読
み聞かせるなどの支援を行っている。

入居時に本人、家族には使い慣れた物
や好みの物を持ってきて頂けるように
声かけしています。また、想い出の写
真やお気に入りの人形等を飾り、居心
地良く過ごして頂けるよう支援してい
る。

各居室に表札を設け、居室が分かるよ
う工夫している。また、トイレの扉に
トイレマークを貼るなどし、迷わずト
イレへ向かえるよう工夫している。

季節感が感じられるように、ホールの
壁に季節に合わせた手作りの貼り絵を
飾っている。また、リビングにはエア
コン、トイレには扇風機を設置し、温
度、湿度に配慮、居心地良く過ごせる
よう工夫している。

ホール2箇所にソファーを設置してい
て、入居者それぞれが好きな時に利用
されている。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 11

新規採用職員が多く、個々の異なる経
験により、意見の多様性が増加した
が、それによって正しい知識、間違っ
た知識が混在するリスクが増加した。

運営に関する職員の意見反映の継続及
び、正しい知識の習得と一体感及び
チーム力の強化。

研修の強化及び必要に応じた個別研修
の実施、その他、集合カンファレンス
を継続し、極力書面開催にならない様
に対応。

6ヶ月

2 2

地域のとつながりが、コロナになり希
薄になっている。また、施設連絡会等
においても情報収集をする等している
が、地域の高齢化も影響している状
態。

認知症啓発活動や相談支援の強化（外
部へ出向いていく）。地域の他施設と
の連携強化。

施設連絡会、ふくしる等への参加継
続、ケアプラザ依頼の認知症啓発活動
（認知症についてのお話や相談）への
協力、その他、民生委員との連携強
化。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

2022年度
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